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月10日号

役場は、11月からすべての

土曜日が休軌ごたりまも
労働時間短縮などのために、全国的に民間企業、地方自治体では
土曜日を休日にする方向で進んでおり、本町においても平成元年
6月から第2、第4土曜日を休みlこしてきましたが、11月からは、

すべての土曜日を休みにします。
①戸籍関係の届出書（婚姻・死亡など）の受付については、従来どお
り行Llます。（警備員に申し出てくださLl。）

（②中央公民館及び同線図書室、総合運動公園内の各施設などは従来
どおりです。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします

休溜ま　　署ニ 

＼繋 ぎここミ二千 

ご覧ください 

●平成5年1月からゴミの出し方が変わります。……………P．2．3 

●ふるさと活性化事業2次募集l秋のサークル会員大募集…P．4．5 
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●皆さんに購入していただく指定裂の種類と単価。

闘
醗

平
成
5
年
1
月
1
日
か
ら
、
皆
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
町
や
広
域

行
政
事
務
組
合
が
指
定
し
た
袋
で
出
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
指
定
袋
は
販
売
店
で
、
皆
さ
ん
が
購
入
し
ま
す
。
そ
の
代
金
の
中
に
は
、

ご
み
収
集
料
金
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
の
一
世
帯
・
月
額
七
百

二
十
円
の
ご
み
収
集
料
金
の
徴
収
は
廃
止
に
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
新
し
く
導
入
す
る
有
料
指
定
袋
制
度
は
、
ご
み
の
排
出
量
（
袋
の

使
用
枚
数
）
　
に
応
じ
た
収
集
料
金
シ
ス
テ
ム
と
な
る
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
、
指
定
袋
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
た
場
合
、
そ
の
袋
は
収
集
し
ま
せ

ん
。
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
放
置
さ
れ
た
袋
の
山
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
の
制

度
へ
の
住
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

緒
方
四
月
香
店
（
造
言
）

現
在
、
道
営
の
3
階
建
て
町
営
住
宅

に
住
ん
で
い
ま
す
。
二
戸
建
て
に
住
ん

で
い
れ
ば
、
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
を
設
置

し
て
生
ご
み
だ
け
で
も
減
ら
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
が
、
団
地
住
ま
い
の
家

庭
の
ご
み
の
量
は
い
ま
と
変
わ
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
ご
み
の
減
量
化

を
図
ろ
う
と
す
る
な
ら
、
ア
パ
ー
ト
や

町
営
住
宅
の
敵
地
の
陽
に
で
も
数
件
単

位
で
コ
ン
ポ
ス
ト
を
設
置
す
る
な
ど
の

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
お
店
で
売
っ
て
い
ろ
惣
菜
な

ど
を
入
れ
て
い
る
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の

容
器
は
、
結
構
か
さ
ば
る
し
、
焼
却
の

際
の
有
毒
ガ
ス
も
気
に
な
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
事
も
今
、
全
国
的
規
模
で
考

え
る
時
期
が
来
て
い
る
の
で
は
な
い
で

古
石
ハ
ツ
エ
席
（
鬼
津
）

ご
み
袋
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
、
良

い
制
度
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
包
装
紙
な
ん
か
丸
め
て

ご
み
箱
に
′
は
い
．
っ
て
感
じ
で
し
た

け
ど
、
今
後
、
そ
う
い
っ
た
事
も
な
く

な
れ
ば
、
多
少
ご
み
の
畳
は
減
る
と
思

い
ま
す
。
今
で
も
生
ご
み
は
、
コ
ン
ポ
ス

ト
で
処
理
し
て
い
ま
す
。
ご
み
に
も
よ

り
ま
す
が
1
か
月
か
ら
1
か
月
半
で
処

理
で
き
ま
す
し
、
生
ご
み
の
匂
い
も
蓋

を
開
け
た
と
き
以
外
は
感
じ
ま
せ
ん
。

で
も
、
結
局
は
、
一
人
ひ
と
り
の
心

が
け
が
こ
の
制
度
を
良
く
も
悪
く
も
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。



●ごみ量の推移予測く広域行政軍縮組合提供〉

予測される
ごみの減量

親行での予測

＿ノr

＿一‾　　　　　　　　　＿／

一一

▲一‾

有料指定袋制度導入後の予測

」‾㌻→lli5（年）‾

（トン）

5万

4万

3万

2万

‾3＼

ご
み
処
理
能
力
に
も

限
り
が
あ
り
ま
す

「
平
成
の
ご
み
大
戦
争
」
と
言
わ
れ

る
よ
う
に
、
全
国
的
に
ご
み
が
急
増
。

そ
し
て
、
ご
み
純
却
施
設
や
最
終
処
分

地
に
も
限
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
深
刻

な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
は
、
私
た
ち
が
住
む
遠
賀
郡
に

お
い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
私
た
ち
が
出
す
ご
み
（
ビ
ン
・

ガ
ン
類
は
除
く
）
は
、
遠
賀
郡
四
か
叫

岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
処
理
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
施
設
は
遠
賀
町
な
ど
郡
内

各
町
が
負
担
金
（
総
額
約
五
十
六
鰭
五

千
万
円
）
を
出
し
建
設
し
た
も
の
で
、

平
成
元
年
か
ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
毎
年
約
四
％
の
伸
び
で
、
ご
み

は
増
え
続
け
、
こ
の
ま
ま
で
は
平
成
8

年
に
は
焼
却
処
理
能
力
を
超
え
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
燃
え
か
す
や
燃
え
な
い
ご
み

を
埋
め
立
て
る
最
終
処
分
地
は
二
十
万

九
千
立
方
メ
ー
ト
ル
で
、
最
低
で
も
1
5

年
間
は
使
用
す
る
計
画
で
す
。

し
か
し
、
ご
み
の
伸
び
に
よ
っ
て
は

使
用
年
数
が
さ
ら
に
短
く
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
新
た
な
最
終
処
分
地

の
確
保
は
、
土
地
雛
人
の
た
め
に
多
く

の
お
金
が
か
か
る
だ
け
で
な
く
、
環
境

糊
題
と
合
わ
せ
、
土
地
が
非
常
に
見
つ

け
に
く
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
焼
却
処
理
能
力
や
埋
立
地

を
長
く
使
用
す
る
た
め
に
は
、
ご
み
の

減
量
化
が
一
番
の
方
法
で
す
。

現
在
、
県
下
九
七
市
町
村
の
内
、
四

五
市
町
村
が
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
に
有
料
指
定
袋
方
式
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
中
で
も
、
最
近
取
り
入
れ
た

鞍
手
印
や
小
竹
町
で
は
、
前
年
に
比
べ

約
二
〇
％
、
ご
み
の
減
窒
化
に
効
果
が

現
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
料
金
は

あ
な
た
し
だ
い
で
す

現
行
の
ご
み
収
集
料
金
は
、
世
轄
制

で
遠
賀
町
の
場
合
、
一
世
滑
が
月
額
七

百
二
十
円
（
八
百
二
十
円
の
う
ら
町
が

百
円
を
助
成
）
で
す
。
こ
の
た
め
、
少

人
数
出
稿
も
多
人
数
世
常
も
同
一
の
金

額
で
、
公
平
性
に
欠
け
て
い
る
と
い
う

指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

今
回
導
入
す
る
有
料
指
定
袋
制
は
、

ご
み
の
排
出
量
に
応
じ
た
料
金
シ
ス
テ

ム
と
な
り
ま
す
か
ら
、
袋
の
使
用
枚
数

が
多
く
な
る
と
ご
み
収
集
料
金
は
高
く

な
り
、
逆
に
使
用
枚
数
が
少
な
く
な
る

と
ご
み
収
集
料
金
は
安
く
な
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
あ
な
た
の
工
夫
し
た
い
で

ご
み
収
集
料
金
の
負
担
が
変
わ
る
わ
け

です。で
は
現
在
、
赤
ち
ゃ
ん
を
含
め
一
人

当
た
り
が
排
出
す
る
ご
み
量
は
ど
の
く

ら
い
で
し
ょ
う
か
。
平
成
3
年
度
で
は

一
人
当
た
り
年
間
三
三
〇
キ
ロ
㌘
、
一
日

当
た
り
九
〇
〇
㌘
で
す
。
ま
た
、
そ
れ

に
要
す
る
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
の
焼

却
埋
立
て
な
ど
の
処
理
経
費
は
、
一
人

当
た
り
年
間
三
千
三
百
円
で
、
総
額
に

す
る
と
約
二
億
九
千
七
百
万
円
に
な
り

ます。こ
の
経
費
は
、
郡
内
四
町
が
人
口
や

ご
み
排
出
量
な
ど
に
よ
り
分
担
し
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
遠
賀
町
の
負
担
は
約

五
千
五
百
万
円
で
、
こ
の
お
金
は
皆
さ

ん
の
説
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
事
務
組
合
で
は
有
料
指
定
袋
制

に
変
わ
る
こ
と
で
、
年
間
約
二
〇
％
の

ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
一
日
一
八
〇
㌘

の
ご
み
を
減
量
す
れ
ば
、
郡
内
全
体
で

年
間
五
九
〇
〇
ト
ン
、
約
五
千
九
百
万
円

の
節
約
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
税
金
の

節
約
に
も
な
る
わ
け
で
す
。
目
安
は
、

朝
刊
一
部
一
〇
〇
㌘
、
週
刊
誌
一
冊
一

五
〇
当
、
卵
二
個
一
〇
〇
㌘
。
今
か
ら

で
も
、
捨
て
る
と
き
に
ち
ょ
っ
と
、
処

理
経
費
の
こ
と
も
考
え
て
く
だ
さ
い
。

混
ぜ
れ
ば
ご
み

分
け
れ
ば
資
源
で
す

ご
み
収
集
料
金
制
度
が
変
わ
っ
て

も
、
月
の
収
集
日
程
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

現
在
の
と
お
り
、
燃
え
る
ご
み
は
週

二
回
、
燃
え
な
い
ご
み
は
月
に
一
回
、

ヒ
ン
・
ガ
ン
類
は
月
に
二
回
、
粗
大
ご

み
は
月
に
一
回
出
せ
ま
す
。

た
だ
、
今
回
の
指
定
袋
は
、
ご
み
の

種
類
に
よ
っ
て
色
が
違
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
分
別
の
徹
底
を
図
ろ
う
と
い
う
ね

ら
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
た
め
、

収
集
日
に
色
の
違
う
袋
が
あ
れ
は
、
そ

の
袋
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

燃
え
る
ご
み
、
燃
え
な
い
ご
み
、
、
ヒ

ン
・
カ
ン
類
、
粗
大
ご
み
と
種
類
に
よ

っ
て
、
そ
の
処
理
が
違
い
ま
す
。
混
ぜ

れ
ば
ご
み
、
分
け
れ
ば
資
源
で
す
。
き

ち
ん
と
分
け
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量

化
に
も
、
資
源
化
に
も
な
り
ま
す
。

来
年
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
有
料

指
定
袋
制
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
、
ご
み
の
減
量
化
や

リ
サ
ィ
ク
ル
を
考
え
る
機
会
で
も
あ
り

ます。
●
有
料
指
定
袋
の
販
売
店
は
、
決
ま
り

し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

遠
藤
陽
子
虐
（
中
央
）

以
前
住
ん
で
い
た
北
九
州
市
も
今
は

分
別
収
集
の
徹
底
を
図
る
よ
う
に
な
り

遠
賀
郡
も
ご
み
袋
の
有
料
化
と
、
各
自

治
体
で
ご
み
問
題
へ
の
取
り
組
み
が
活

発
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

し
か
し
、
ご
み
袋
有
料
化
の
制
度
が

導
入
さ
れ
て
も
、
結
局
は
個
人
個
人
の

モ
ラ
ル
の
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
今
で

も
、
古
タ
イ
ヤ
な
ど
が
ご
み
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
捨
て
ら
れ
て
い
た
り
し
て
ま
す

し
、
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
の
課
題

だ
っ
て
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
資
源
を
大
切
に
し
よ
う
と

い
う
気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
ス

ー
パ
ー
の
袋
な
ど
の
有
効
利
用
に
つ
い

て
も
っ
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
し

ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力
を

町
で
は
こ
ん
な
こ
と
を

行
っ
て
い
ま
す

現
在
、
町
で
は
、
資
源
ご
み
減
量
化

へ
の
2
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
1
つ
は
、
町
内
各
小
学
校
に
設
置

し
て
い
る
あ
き
缶
回
収
機
、
あ
と
1
つ

は
、
資
源
ご
み
回
収
補
助
金
の
交
付
で

す
。
こ
の
補
助
制
度
は
、
資
源
ご
み
回

収
団
体
の
電
録
を
し
て
も
ら
い
、
定
期

的
に
資
源
ご
み
の
回
収
を
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現

在
約
柳
の
登
録
団
体
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
、
福
祉
課
保
健
衛
生
係
ま
で
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本
年
6
月
に
「
ふ
る
さ
と
活
性
化
事
業
」
か
ス
タ
ー
ト
し
、
一
次

募
集
で
は
、
三
体
の
申
輔
が
あ
り
ま
し
た
が
、
審
査
委
教
会
で
「
農

業
後
継
書
グ
ル
ー
プ
」
の
一
件
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今

回
二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
葉
は
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
賞
金
」
の
連
用
益
金
で
、
住
民
グ

ル
ー
プ
や
町
内
の
団
体
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
取
り
組
ま
れ
る
地
域

づ
く
り
の
活
動
を
繊
助
、
補
助
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
援
助
額

の
最
高
限
度
は
、
仰
万
円
で
す
。

●
申
込
み
締
切
り
　
1
1
月
1
0
日
（
火
）

お
き
ね
は
、
企
画
課
企
画
願
整
備
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
へ

（
風
聞
国

－
ひ
と
こ
と
－

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ほ
と
ん
ど

高
齢
者
で
、
伝
統
俳
句
（
有
季
定
型
）

を
学
ん
で
い
ま
す
。

五
十
、
六
十
の
若
者
た
ち
よ
、
趣
味

の
俳
句
に
ご
参
加
あ
れ
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
1
・
3
金
曜
日
の

午
後
1
時
か
ら
3
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
5
0
0
円

●
申
込
み
　
玉
野
　
信
彦
（
浅
木
）

℡

（

2

9

3

）

1

1

0

1

（
回
国
回
㊤

I
ひ
と
こ
と
－

ご
自
分
の
作
品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
お
気
種
に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

●
練
習
日
　
毎
月
第
2
・
第
4
月
・
火

曜
日
、
第
2
・
第
4
金
・
土
曜
日
午
前

9
時
～
牛
後
0
時
、
午
後
1
時
～
5
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
内

陶
芸
室

●
会
　
費
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
3
、
0
0
0
円

●
申
込
み
　
山
本
　
忠
雄

℡

（

2

9

3

）

1

1

3

2

両
国
園
圏
図
百

－
ひ
と
こ
と
ー

初
心
者
か
ら
プ
ロ
を
目
指
す
人
ま
で

手
編
み
が
好
き
な
人
な
ら
ど
な
た
で
も

大
歓
迎

●
練
習
日
・
と
こ
ろ

・
松
ノ
本
公
民
館
　
毎
週
金
曜
日

午
前
1
0
時
か
ら
午
後
3
時
ま
で

・
田
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

毎
週
水
曜
日
午
前
即
時
か
ら
午
後
0

時
ま
で

●
余
　
慶
　
入
会
金
　
不
要

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

か
　
●
申
込
み
　
吉
江
　
政
子
（
松
ノ
本
）

℡

（

2

9

3

）

1

5

1

6

語

呂

星

匿

函

－
ひ
と
こ
と
I

い
　
　
見
学
も
大
歓
迎
！
興
味
の
あ
る
人

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
土
曜
日
午
後
2
時
か

ら
4
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ー
一
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
音
楽
室

●
会
　
費
　
月
会
費
　
1
、
5
0
0
円

●
申
込
み
　
松
本
　
親
子
（
遠
賀
川
）

℡
（
2
9
3
）
1
4
2
1
（
自
宅
）

℡
（
2
9
3
）
3
6
2
4
（
店
）

語
調
開
園
園
詰
問

－
ひ
と
こ
と
－

老
若
男
女
を
問
わ
ず
エ
ン
ジ
ョ
イ
で

き
ま
す
。
美
容
と
健
康
の
た
め
に
ぜ
ひ

多
数
の
ご
参
加
を
お
ま
ら
し
で
お
り
ま

す。●
練
習
日
　
毎
週
火
曜
日
午
後
1
時
0
0

分
か
ら
9
時
5
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ー
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル

●
会
　
費
　
入
会
金
　
2
、
5
0
0
円

月
会
費
　
2
、
5
0
0
円

●
種
　
田
　
J
A
T
D
日
本
舞
踏
教
師

協
会
九
州
支
部
理
事
　
山
口
擾
子
先
生

●
申
込
み
∴
崎
山
　
　
（
広
漠
）

℡

（

2

9

3

）

1

7

5

0

蛭
田
四
囲
囲
操

－
ひ
と
こ
と
－

エ

ア

ロ

ビ

ク

ス

、

ス

ト

レ

ッ

チ

、

ダ

ン
ス
な
ど
の
動
き
の
中
で
肩
こ
り
、
腰

稲
、
ス
ト
レ
ス
の
解
消
と
体
力
・
筋
力

の
ア
ッ
プ
を
目
指
し
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
楽
し
く
行
い
ま
す
。
現
在
1
8
歳
～
0
0

歳
の
人
が
入
会
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日
・
と
こ
ろ
　
第
一
武
道
場

毎
週
月
曜
日
午
後
1
0
時
1
5
分
か
ら
Ⅱ
時

偵
分
ま
で
　
広
渡
公
民
館
毎
週
火
曜
日

午
後
8
時
か
ら
9
時
0
0
分
ま
で

●
会
　
費
　
入
会
金
　
2
、
0
0
0
円

月
会
費
　
l
、
5
0
0
円

●
申
込
み
　
岩
遍
七
美
恵
（
東
和
苑
）

℡

（

2

9

3

）

3

6

1

3

考
I
㌢
貢
り
曹



（3）（2）（1）

充実度120％

こ
の
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
資
金

の
趣
旨
に
沿
い
採
択
要
件
を
満
た
す
、

次
の
よ
う
な
事
業
が
補
助
対
象
と
な
り

ま
す
。
事
業
の
採
択
に
つ
い
て
は
、
行

政
及
び
地
域
活
動
家
の
代
表
か
ら
な
る

審
査
委
員
会
の
中
で
決
定
す
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

に
満
ち
て
い
る
。

・
政
治
活
動
を
目
的
と
し
な
い
。

・
申
請
事
業
が
、
町
の
他
の
補
助
金
の

交
付
を
受
け
て
い
な
い
。

（
補
助
の
内
容
）

補
助
対
象
経
費

謝
金
、
旅
費
、
需
用
費
、
通
信
・
運

搬
費
、
委
託
料
、
使
用
料
及
び
賃
借
料

原
材
料
賀
、
そ
の
他
町
長
が
必
要
と
認

め
る
経
費

（
事
業
の
種
類
）

文
化
事
業

イ
ベ
ン
ト
事
業

高
齢
者
（
人
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
）
対
策
車
楽

人
づ
く
り
（
活
き
活
き
産
業
づ
く

り
）
事
業

そ
の
他
ふ
る
さ
と
の
活
性
化
に
適

当
と
認
め
ら
れ
る
事
業

補

　

助

　

金

補
助
対
象
経
費
の
0
0
％
以
内
（
た
だ

し
、
海
外
研
修
に
つ
い
て
は
一
人
当
た

り
0
0
％
以
内
）

補
助
限
度
額

（
採
択
の
要
件
）

・
町
の
総
合
計
画
な
ど
と
の
整
合
性
が

認
め
ら
れ
る
。

・
推
進
事
業
の
特
性
が
、
創
意
と
工
夫

1
0
0
万
円
を
限
度
と
す
る
。
（
た
だ
し
、

海
外
研
修
に
つ
い
て
は
、
町
長
が
別
に

定
め
る
）
［
回
目
〓
回
目
］

事
業
の
実
施
主
体
は
、
住
民
の
皆
さ

ん
及
び
町
内
に
あ
る
団
体
と
し
ま
す
。

開
国
・
輩
二

高
僧
生
傷
一
高
「
（
享

窒
囲
醤
墓
園
困
堅
固

－
ひ
と
こ
と
－

琴
が
は
じ
め
て
の
人
で
も
、
ひ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

現
在
1
5
人
の
会
員
で
和
気
あ
い
あ
い

と
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日
・
と
こ
ろ
　
千
代
丸
公
民
館

毎
週
月
曜
日
　
午
後
1
時
か
ら
9
時
0
0

分
ま
で
／
別
府
公
民
館
　
毎
週
木
曜
日

午
後
8
時
か
ら
9
時
0
0
分
ま
で

●
会
　
費
　
入
会
金
　
1
、
0
0
0
円

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円

●
連
絡
先
　
白
水
秀
子
（
千
代
丸
）

℡

（

2

9

3

）

4

9

9

6

困
田
園
宙
堀
董

●
練
習
日
　
毎
週
金
曜
日
午
後
6
時
5
0

分
か
ら
8
時
5
0
分
ま
で

●
と
こ
ろ
　
広
漠
小
学
校
体
育
館

●
対
　
象
　
小
学
校
1
年
生
以
上

●
会
　
費
　
入
会
金
　
2
千
円

月
会
費
　
2
、
0
0
0
円
（
小
人
）

2
、
5
0
0
円
（
大
人
）

●
申
込
先
　
矢
野
　
嘉
子
（
広
漠
）

℡

（

2

9

3

）

1

3

1

0

畠
　
　
　
　
　
田

－
ひ
と
こ
と
－

ど
な
た
で
も
出
来
る
弓
道
で
す
。
一

皮
来
て
引
い
て
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か

●
練
習
日
　
毎
日
午
後
2
時
～
と
年
後

7
時
～

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
弓
道
場
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
横
）

●
対
　
象
　
中
学
生
以
上

●
会
　
費
　
入
会
金
　
1
、
0
0
0
円

月
会
費
　
5
0
0
円

●
申
込
み
　
池
田
　
紀
元

℡

（

2

9

3

）

4

1

1

9

関
白
日
嗣
岡
田
園
田

－
ひ
と
こ
と
ー

本
チ
ー
ム
は
、
今
か
ら
産
声
を
あ
げ

よ
う
と
し
て
い
る
新
チ
ー
ム
で
す
。

学
生
時
代
や
っ
て
い
た
人
、
こ
れ
か
ら

始
め
て
み
た
い
人
な
ど
…
…
気
軽
に
集

ま
っ
て
ボ
ー
ル
を
蹴
り
ま
し
ょ
う
。
将

来
北
九
州
社
会
人
リ
ー
グ
に
加
盟
す
る

予
定
で
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
午
前
9
時
か

ら
日
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
緑
の

広
場
●
対
　
怠
　
高
校
生
以
上

●
会
　
費
　
月
会
費
　
1
、
0
0
0
円

保
険
料
　
1
、
1
0
0
円
（
年
）

●
申
込
み
　
島
崎
　
慎
吾
（
役
場
）

℡
（
2
8
2
）
3
1
5
6
（
自
宅
）

園
圏
園
田
田
園

－
ひ
と
こ
と
－

剣
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う
！

。
コ
テ
ー
・
メ
ン
・
ド
I
O
と
大
き
な

声
で
言
え
る
元
気
な
子
ど
も
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
女
の
子
も
大
歓
迎
で
す
。

【
遠
賀
教
室
】

●
練
習
日
・
と
こ
ろ

▽
第
一
武
道
場
　
毎
週
月
・
金
曜
日

午
後
6
時
か
ら
1
時
0
0
分
ま
で

▽
遠
賀
南
中
学
校
武
道
場
　
毎
週
水
・

土
曜
日
午
後
6
時
か
ら
1
時
0
0
分
ま
で

▽
鬼
門
小
学
校
体
育
館
　
毎
週
水
・
土

曜
日
午
後
6
時
か
ら
7
時
0
0
分
ま
で

●
入
会
希
望
者
は
1
0
月
1
9
日
（
月
）
の

午
後
6
時
に
第
一
武
道
場
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
会
費
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

石
松
　
敦
（
上
別
府
）

℡

（

2

9

3

）

2

9

9

4

【
広
波
教
室
】

●
練
習
日
・
と
こ
ろ

▽
広
漠
小
学
校
体
育
館
　
毎
週
火
・
金

曜
日
午
後
6
時
か
ら
1
時
0
0
分
ま
で

●
入
会
需
宣
告
は
1
0
月
2
0
日
（
火
）
の

午
後
6
時
に
広
漠
小
学
校
体
育
館
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
会
費
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

戎
本
　
悦
子
（
中
央
区
）

℡

（

2

9

3

）

6

5

8

2
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2
1
世
紀
型
産
業
経
営

町
北
部
（
尾
崎
、
鬼
津
、
若
松
）
地

区
内
約
1
0
1
嵩
の
県
営
は
場
整
備
事

業
が
、
今
年
度
か
ら
7
年
計
画
で
施
工

さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
9
月
1
9
日

（
土
）
遠
賀
北
部
土
地
改
良
区
の
設
立

総
会
が
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ル
で
関
係
者
約
1
0
0
人
が
出
席

し
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、

尾
崎
地
区
約
1
0
㍍
が
1
0
月
か
ら
着
手
さ

れ
ま
す
。
基
盤
整
備
完
了
後
は
、
一
撃
5
0
ア
ー

ル
か
ら
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
い
ほ
場
を

い
か
し
て
、
生
産
性
の
向
上
や
低
コ
ス

ト
を
目
指
し
た
、
集
落
営
農
組
織
へ
の

取
り
組
み
や
、
大
型
機
械
の
導
入
な
ど

2
1
世
紀
に
向
け
た
農
業
経
営
へ
の
モ
デ

ル
地
区
と
し
て
、
そ
の
成
果
が
期
待
さ

あ
き
缶
も
大
切
な

資
源
で
す

9
月
1
5
日
（
火
）
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

福
岡
県
第
6
団
の
皆
さ
ん
3
3
人
が
、
国

道
3
号
線
今
古
賀
交
差
点
か
ら
遠
賀
川

駅
前
ま
で
と
遠
賀
川
河
川
敷
の
あ
き
缶

清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
集
め
ら
れ
た
あ
き
缶
は
約
5

千
8
0
0
個
も
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
心

な
い
人
の
多
き
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

集
め
た
あ
き
缶
は
リ
サ
イ
ク
ル
業
者

に
買
い
取
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
お
金
で

車
椅
子
を
臨
入
し
、
社
会
福
祉
施
設
に

寄
付
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
　
「
大
き
な

金
額
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
し
、

車
椅
子
が
本
当
に
必
要
な
の
か
ど
う
か

分
か
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
た
ち
が
考
え

た
こ
と
で
す
か
ら
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
資
源
の
大
切
さ
や
美
化
の
意
識
が
で

て
き
た
ら
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

と
代
表
の
院
内
明
子
さ
ん
（
新
町
）
は

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

和
気
あ
い
あ
い
と

交
通
ル
ー
ル
を

学
び
ま
し
た

秋
の
交
通
安
全
週
間
を
前
に
し
た
9

月
1
7
日
（
木
）
役
場
横
の
広
場
で
「
高

齢
者
交
通
安
全
教
室
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
自
分
の

命
は
自
分
で
守
る
を
合
言
葉
に
町
内
の

お
年
寄
り
約
1
3
0
人
が
参
加
し
て
、

自
転
車
、
バ
イ
ク
の
正
し
い
通
行
の
仕

方
や
ハ
ン
ド
ル
の
と
り
ま
わ
し
、
歩
行

者
の
安
全
確
認
の
大
切
さ
な
ど
を
折
尾

警
察
署
交
通
課
の
皆
さ
ん
か
ら
学
び
ま

した。ハ
イ
ク
で
参
加
し
た
行
徳
モ
モ
子
さ

ん
（
老
良
）
は
、
「
み
ん
な
で
楽
し
み

な
が
ら
交
通
ル
ー
ル
を
勉
強
で
き
て
す

ご
く
良
か
っ
だ
と
思
い
ま
す
。
一
度
と

い
わ
ず
ぜ
ひ
、
恒
例
の
行
事
に
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

え
ー
っ
こ
れ
が
韓
の
巣

で
も
刺
さ
れ
な
く
て

な
に
よ
り
で
し
た

山
下
清
美
さ
ん
（
浅
木
）
宅
の
屋
根

蜜
に
ス
ズ
メ
蜂
が
巨
大
な
巣
を
か
け
て

い
る
の
か
見
つ
か
り
ま
し
た
。

取
り
外
す
際
に
巣
は
ま
ん
中
か
ら
2

つ
に
割
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で

近
所
の
人
か
ら
「
残
念
だ
っ
た
ね
、
こ

れ
持
っ
て
る
と
魔
除
け
に
な
る
と
か
お

金
が
た
ま
る
と
か
い
っ
て
、
そ
の
ま
ま

の
形
で
玄
関
や
床
の
間
に
飾
っ
て
ろ
人

も
い
る
の
に
。
」
と
言
わ
れ
て
奥
さ
ん

の
保
子
さ
ん
は
「
あ
ら
、
そ
う
？
…
・

で
も
、
蜂
に
刺
さ
れ
な
い
か
と
、
そ
れ

だ
け
が
心
配
で
」
と
話
し
な
が
ら
も
ち

ょ
っ
ぴ
り
残
念
そ
う
。
し
か
し
、
蜂
に

刺
さ
れ
な
い
で
な
に
よ
り
で
し
た
。



‾ヽ

彊
ん
で
ど
こ
ふ
く
鼠

静
光
団
の
み
な
さ
ん
が

自
慢
の
の
ど
を
披
露

9
月
如
日
（
日
）
芦
屋
町
民
会
館
で

民
謡
民
舞
連
合
大
会
が
開
か
れ
、
町
内

か
ら
も
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
し
大

会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

特
に
、
清
光
園
の
皆
さ
ん
の
出
番
に

な
る
と
会
場
か
ら
わ
れ
ん
ば
か
り
の
拍

手
喝
采
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
参
加
者

の
中
に
は
、
何
と
9
7
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
中
村
シ
ケ
ル
さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
年

齢
に
負
け
な
い
素
晴
ら
し
い
の
ど
を
披

威
し
て
く
れ
ま
し
た
。
大
会
会
長
の
若

宮
秀
夫
さ
ん
の
話
で
は
、
清
光
園
の
み

な
さ
ん
は
、
現
在
、
月
に
2
回
先
生
に

就
い
て
民
謡
の
練
習
を
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
、
今
で
は
十
数
曲
も
歌
え
る

よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

第
的
回
遠
賀
町
少
年
水
泳
大
会

8
月
0
0
日
（
日
）
広
渡
小
学
校
プ
ー

ル
で
、
約
1
5
0
人
が
参
加
し
て
、
町

水
泳
大
会
と
島
田
小
水
泳
ク
ラ
ブ
の
記

録
会
が
同
時
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

各
謹
白
の
優
勝
者
は
次
の
通
り
で
す

（敬称略）

男
子
5
0
米
自
由
形

男
子
5
0
米
背
泳
ぎ

男
子
5
0
米
バ
タ
フ
ラ
イ

蔵
谷
　
勝
（
鬼
津
）

男
子
5
0
米
平
泳
ぎ

前
田
和
希
（
芙
蓉
）

女
子
5
0
米
自
由
形

女
子
5
0
米
平
泳
ぎ

山
口
珠
美
（
今
古
賀
）

女
子
5
0
米
背
泳
ぎ

山
本
香
織
（
浅
木
）

女
子
5
0
米
バ
タ
フ
ラ
イ

新
井
夏
代
（
松
ノ
本
）

第
1
0
回
遠
賀
町

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

9
月
1
5
日
（
火
）
遠
賀
総
合
運
動
公

園
で
、
地
区
か
ら
1
チ
ー
ム
、
ク
ラ
ブ

か
ら
1
0
チ
ー
ム
の
計
n
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
、
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

A
ブ
ロ
ッ
ク

優
　
勝
∴
浅
木
A
l
チ
ー
ム

準
優
勝
　
浅
木
A
2
チ
ー
ム

B

ブ

ロ

ッ

ク

優
　
勝
　
浅
木
B
チ
ー
ム

準
優
勝
　
田
園
チ
ー
ム

第
7
回
遠
賀
杯

少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

9
月
1
3
日
（
日
）
遠
賀
総
合
運
動
公

園
縁
の
広
場
で
遠
賀
町
及
び
近
隣
の
市

町
か
ら
8
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
、
遠
賀

杯
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の

雨
模
様
で
し
た
が
、
ぬ
か
る
ん
だ
グ
ラ

ン
ド
も
な
ん
の
そ
の
、
子
ど
も
た
ち
は

元
気
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
て
い
ま
し

た。

結
果
は
、
5
年
生
の
郭
で
．
お
ん
が

少
年
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ
〟
が
敢
闘
賞
を

と
り
ま
し
た
。

俳
句
へ
遠
賀
俳
友
句
会
抄
）

池
田
利
幸
選

病
廓
の
奥
の
奥
ま
で
大
西
日川
上
　
久
夫

夏
つ
ば
め
梓
の
素
早
さ
よ
母
の
背
よ

岩
萩
　
信
江

時
差
正
す
ふ
る
さ
と
は
み
な

灼
く
る
な
か
　
　
　
　
　
小
野
多
恵
子

蛸
や
訪
ふ
人
も
な
き
竹
の
奥三
村
　
妙
子

草
の
蘭
や
運
河
を
掘
り
し
義
人
伝

玉
野
　
信
謬

短
歌
へ
お
ん
が
短
歌
会
露
草
）

河
車
載
曹
選

ほ
ど
ほ
ど
に
ビ
ー
ル
の
酔
い
も

ま
わ
り
来
て
カ
ラ
オ
ケ
は
ず
む

我
も
我
も
と

ー
田
　
房
子

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
わ
ず
か
ば
か
り
に

ほ
ろ
酔
い
て
煩
に
や
さ
し
き

風
の
吹
き
来
る

柴
田
　
　
房

泡
の
た
つ
コ
ッ
プ
の
ビ
ー
ル

の
み
は
し
て
我
の
米
寿
を

祝
い
く
る
る
子

久
野
き
よ
の

冬
は
酒
夏
は
ピ
ー
ル
と
晩
酌
の

出
来
る
幸
せ
思
い
で
飲
め
り白

石

一

夫

夫
逝
き
て
三
十
年
を
燈
し
盆
会

孫
子
と
ビ
ー
ル
の
コ
ッ
プ
を
合
わ
す

井
口
　
絹
子

一
八
幡
西
地
区
少
年
柔
道
大
会

9
月
6
日
（
日
）
北
九
州
市
の
八
幡

西
柔
剣
道
場
で
八
緒
西
地
区
少
年
柔
道

大
会
が
行
わ
れ
、
遠
賀
青
少
年
柔
道
ク

ラ
ブ
が
大
健
闘
し
、
団
体
戦
で
優
勝
と

3
位
、
個
人
戦
で
は
、
小
学
1
年
・
2

年
・
3
年
・
5
年
生
の
部
で
優
勝
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
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天生国の

火葬炉改修工事に伴う
－お願い－

10月より当分の間、現在6基

ある火葬炉を3基づつ2回に分

けて改修工事を行います。

つきましては、工事期間中混

雑が予想されますので施設側で

予約による時間鴇翌をさせてい
ただきます。

その上で、告別式の時間など

をお決めくださいますようお願

いいたします。
●申込み・問い合わせ

遠賀　中間広域行政事務絹台火葬施設
「天生国」　℡（293）1840

午前9時から午後5時まで（日

曜　祭日も受け付けます）

工事期間中は大変ご迷惑をおか

けしますが、皆様のこ理解とご

協力をお願いいたします。

諺
∴
黛

か
ら
芦
屋
町
外
二
力
町
競
艇
施
行
組

合
業
務
課
（
芦
屋
競
艇
場
）
で
交
付

し
ま
す
。

求
遁
フ
ァ
イ
ト
の
高
さ
女
性
〃

芦
屋
鏡
艇
楊
「
臨
時
従
業
員
」

を
募
集
し
ま
す
。

●
予
定
人
員
＝
0
0
人
種
度

●
資
格
＝
昭
和
約
年
1
2
月
1
3
日
か
ら
4
9

年
1
2
月
1
2
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
平
成

4
年
1
2
月
1
2
日
か
ら
勤
務
で
さ
る
女

性
（
平
成
4
年
1
2
月
1
2
日
現
在
1
8
歳

以
上
幻
歳
以
下
）
。
し
か
も
芦
屋
町

連
鎖
町
、
岡
垣
町
の
住
民
で
平
成
4

年
8
月
3
1
月
以
前
か
ら
引
き
続
き
住

民
登
録
を
し
て
い
る
こ
と
（
9
月
1

日
以
降
に
苫
屋
叶
・
遠
賀
町
・
岡
垣
町

の
間
で
住
所
移
動
を
し
た
人
も
可
。

た
だ
し
住
民
票
と
除
粟
が
必
要
）

●
試
験
＝
Ⅱ
月
晦
日
（
口
）
午
前
1
0
時

か
ら
、
芦
屋
競
艇
場
で
第
1
次
試
験

（
義
務
教
育
卒
業
程
度
の
択
一
式
に

よ
る
鉦
記
試
験
）
。

●
雑
用
開
姶
予
定
＝
平
成
4
年
1
2
月
1
2

日
か
ら

●
予
定
就
労
日
数
＝
競
艇
開
催
日
な
ど

月
平
均
1
4
日

●
賃
金
・
手
当
な
ど
＝
臨
時
従
業
員
損

金
規
程
に
よ
り
ま
す
。

●
申
込
み
＝
m
月
㌶
口
（
木
）
か
ら
3
1

日
（
土
）
ま
で
に
芦
屋
町
外
二
力
町

競
艇
施
行
組
合
業
務
課
（
芦
屋
町
大

字
芦
屋
二
七
一
℡
（
2
2
3
）
0
5

8
1
）
　
へ
。

●
申
込
用
紙
な
ど
は
、
m
月
1
3
日
（
火
）

撫
立
綱
田
高
等
技
葡
専
門
学
校

平
成
五
年
度
生
徒
募
集

●
募
集
科
目
　
高
卒
以
上
コ
ー
ス
l
か

年
＝
空
調
シ
ス
テ
ム
科
、
印
刷
デ
ザ
イ

ン
科
、
語
気
計
算
機
科
、
語
気
設
備
科

高
卒
以
上
コ
ー
ス
2
か
年
目
自
動
車
工

学
科
／
中
卒
以
上
コ
ー
ス
1
か
年
＝
総

合
建
築
科
／
職
業
転
換
コ
ー
ス
＝
総
合

建
築
科
（
1
か
年
）
O
A
ビ
ジ
ネ
ス
科

O
A
経
理
科
（
6
か
月
）
／
モ
ジ
ュ
ー

ル
訓
練
（
6
か
月
）
＝
溶
接
科
、
被
服

テ
ザ
ィ
ン
科

●
定
　
員
　
各
1
回
7
～
8
人
（
入
校

月
　
4
月
、
7
月
、
1
0
月
、
1
月
）

●
受
講
料
　
無
料

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
技
術

専
門
学
校
℡
0
9
2
（
6
8
1
）
0
2

6

1

園
園
－
図

硬
式
テ
ニ
ス
大
会
（
町
民
体
育
大

会
）
出
場
者
募
集

●
と
　
き
　
1
0
月
2
5
日
（
日
）
午
前
9

時
か
ら
（
雨
天
中
止
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
ニ

ス

コ

ー

ト

●
種
目
及
び
順
序
　
①
一
般
男
子
ダ
ブ

ル
ス
・
一
般
女
子
ダ
ブ
ル
ス
③
一
般
男

子
シ
ン
グ
ル
ス
・
混
合
ダ
ブ
ル
ス

●
参
加
料
　
千
円
（
保
険
料
、
弁
当
代

含む）
●
参
加
資
格
　
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

者
及
び
ク
ラ
ブ
員

●
中
込
締
切
り
　
1
0
月
2
0
日
（
火
）

●
申
込
先
　
遠
賀
町
体
育
協
会
蒋
務
局

℡

（

2

9

3

）

5

4

3

4

少
年
相
接
大
会
の
日
程
が
変
更

に
な
り
ま
し
た

1
0
月
1
8
日
（
日
）
に
実
施
す
る
予
定

で
し
た
少
年
相
撲
大
会
が
、
次
の
通
り

変
更
に
な
り
ま
し
た
。

●
と
　
き
　
的
月
務
田
（
日
）
午
前
8

時
5
0
分
か
ら

●
申
込
み
締
切
り
　
1
0
月
1
3
日
（
火
）

●
壁
書
全
輪
　
1
0
月
1
5
日
（
木
）
午
後

1
時
0
0
分
～

場
所
＝
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

臆
　
も

文
化
祭
オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
の

入
場
整
理
灘
を
お
配
り
し
ま
す

遠
賀
町
文
化
祭
の
恒
例
行
事
オ
ー
タ

ム
コ
ン
サ
ー
ト
を
Ⅱ
月
1
日
（
土
）
午

後
7
時
よ
り
遠
賀
コ
ミ
ュ
ー
一
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
・
ホ
ー
ル
で
行
い
ま
す
。
今
年
は

北
九
州
交
響
楽
団
を
お
招
き
す
る
予
定

で
す
。
そ
の
入
場
整
理
券
を
次
の
通
り

お
配
り
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
0
月
1
4
日
（
水
）
午
前
8

時
5
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
中
央
公
民
館
奉
務
室

●
定
　
員
　
3
0
0
人

●
料
　
金
　
無
料

第
8
回
青
少
年
の
主
張
遠

賀
町
大
会

「
今
、
育
少
年
が
訴
え
た
い
こ
と
」

青
少
年
の
主
張
・
遠
賀
町
大
会
は
、

人
格
を
形
成
す
る
上
で
重
要
な
時
期
に

あ
る
青
少
年
が
、
日
常
生
活
を
通
じ
て

日
頃
考
え
て
い
る
こ
と
を
広
く
社
会
に

訴
え
る
こ
と
に
よ
り
、
同
世
代
の
青
少

年
が
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
併
せ
て
青
少
年
の
健
全
育
成
に

町
民
の
皆
さ
ん
が
よ
り
一
層
の
理
解
と

を
深
め
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
い
た
し
ま
す
。

●
と
　
き
　
1
0
月
幻
日
（
土
）
午
後
2

時
か
ら



明ン塊こち。
一秋景色との出合い一

に参加してみませんか

●期　日10月25日（日）小雨決行

●暗　面　受付　午前9時から

宙始　午前10時から
●集合地所

浅木アスレチック公園

（浅木小学機械）
●封　象　どなたでも参加できます

（小学校低学年は保護

者同伴）
●持ってくるもの

水筒、筆記用具、
もしあれば双眼鏡

●参加着用

200円（保険料含む）
●申込め・問い合わせ

10月20日までに遠賀町教育委員会

社会教育課へ　℡（293）1234

全国防犯連動実施中

10月11日－20日

運動の重点

暴力追放（暴力団の排除）

少年非行防止

オートバイ・自転車泥棒の防止

‾ヽ

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
・
大

ホ
ー
ル

●
主
　
催
　
遠
賀
町
青
少
年
育
成
町
民

会
議
’

i

O

。

〇

〇

〇

i

i

1

－

－

，

－

芦
屋
基
地
開
庁
3
2
周
年
記

念
航
空
祭

●
と
　
き
　
m
月
1
8
日
（
日
）
午
前
9

時
～
午
後
3
時

●
と
こ
ろ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地

●
内
∴
容
　
展
示
飛
行
（
F
1
5
1
外
）

航
空
救
難
展
示
、
航
空
綬
地
上
展
示
、

西
都
航
空
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
、
ち
び
っ
こ
ヤ
ン
グ
広
場

な
ど
●
問
い
合
わ
せ
　
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基

地
渉
外
室
℡
（
2
2
3
）
0
5
3
7

手
口
～
大
字
別
府
字
木
垂
⑧
砂
田
公
園

縦
覧
は
、
1
0
月
6
日
～
1
9
日
（
1
0
日

と
日
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
8
時
0
0
分

か
ら
午
後
5
時
ま
で
（
土
曜
日
は
午
後

0
時
5
0
分
ま
で
）
役
揚
都
市
計
画
課
で

行
い
ま
す
。

な
お
、
縦
覧
期
間
中
に
、
①
は
県
知

事
へ
、
⑧
は
町
長
へ
意
見
蕾
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

㊨
姐
㊧
憧

I
ご
覧
く
た
さ
い
ー
部
市
棚
画

饗
宴
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

⑧
道
路
・
国
道
3
号
線
遠
賀
バ
イ
パ

ス
＝
＝
－
区
域
は
、
遠
賀
町
大
字
広
遊
学
井

－
保
健
衛
生
係
か
ら
ひ
と
こ
と
－

競
い
犬
を
具
れ
は
細
い
主
が
あ
が
り

ま
す
…
調
わ
れ
る
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル

犬
に
つ
い
て
の
苦
情
が
後
を
た
ち
ま

せ
ん
。
特
に
多
い
の
か
フ
ン
の
後
始
末

の
苦
情
で
す
。
外
で
ト
イ
レ
の
し
っ
げ

を
す
る
の
は
悪
く
な
い
の
で
す
が
、
そ

の
後
始
末
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
犬
の
毛
に
つ
い
て
も
同
じ
で

す
。
散
歩
途
中
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て

抜
け
た
毛
を
そ
の
ま
ま
捨
て
て
帰
る
人

が
い
ろ
よ
う
で
す
。
犬
の
毛
は
吸
い
込

ん
だ
場
合
せ
ん
そ
く
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の

原
因
に
も
な
り
ま
す
。

犬
の
フ
ン
や
抜
け
た
毛
は
必
ず
飼
い

主
が
持
ち
帰
っ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い

青
方
の
身
近
に
け
ん
鏡
が
、

う
わ
さ
を
闘
い
た
ら
書
家
へ

最
近
の
報
道
な
ど
で
ご
承
知
の
と
お

り
け
ん
銃
使
用
に
よ
る
凶
悪
事
件
が
多

発
し
、
社
会
を
不
安
に
陥
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
警
察
で
は
9
月
1
日
～
Ⅱ

月
0
0
目
を
全
国
一
斉
け
ん
統
括
別
摘
発

期
間
と
し
皆
様
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

け
ん
銃
の
う
わ
さ
を
間
い
た
ら
次
の

警
察
へ
ご
連
綿
く
だ
さ
い
。

●
折
尾
暑
℡
（
6
9
1
）
0
3
3
1

無
縁
墓
地
を
改
葬
し
ま
す

●
墓
地
の
名
称
　
三
月
田
基
地
（
2
基
）

●
墓
地
の
所
在
地
　
飯
塚
市
大
字
大
日

寺
幸
三
月
田
9
4
1

●
問
い
合
わ
せ
　
飯
塚
市
役
所
市
民
生

活
部
℡
0
9
4
8
（
2
2
）
5
5
0
0

●
届
出
期
限
　
1
0
月
3
1
日
ま
で

「
訓
1
品
「
剖
i
謝
－

●
と
　
き
　
1
0
月
購
う
（
火
）

午
前
9
時
5
0
分
～
m
時
5
0
分

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
　
和
室

●
対
　
象
　
生
後
3
か
月
～
1
2
か
月
児

●
内
　
容
　
体
重
・
身
長
測
定
、
保
健

指
導
、
態
乳
食
指
導
及
び
試
食

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

バ
ス
タ
オ
ル

●
料
　
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
4
か
月
児
は
小
児
ガ
ン
の

検
診
セ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

臆
乳
児
健
康
診
査

●
と
　
き
　
1
0
月
籾
日
（
木
）

受
付
　
午
後
1
時
1
0
分
～
2
時

検
診
　
午
後
1
時
0
0
分
～

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

●
対
　
象
　
平
成
4
年
l
月
～
6
月
生

ま
れ
の
乳
児

●
内
　
容
　
診
察
、
身
体
測
定
、
保
健

指
導
●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳

健
康
診
杏
葉

●
料
　
金
　
無
料

鵜
勢
ン
・
子
舅
ン
鬱

●
と
　
き
　
1
0
月
2
1
日
（
水
）
n
月
日

日
（
水
）
1
8
日
（
水
）
1
9
日
（
木
）

受
付
午
前
9
時
～
／
検
診
午
前
同
時
～

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
領
（
役
揚
板
）

●
定
　
置
　
乳
ガ
ン
0
0
人
（
各
日
）

子
宮
ガ
ン
1
0
0
人
（
各
日
）

●
料
　
金
　
1
つ
の
検
診
に
つ
き

5
0
0
円
（
当
日
徴
収
し
ま
す
）

●
申
込
鼻
先
　
役
場
保
健
衛
生
係

（
短
詩
可
）
℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4

定
貝
に
な
り
次
第
締
切
り

総
合
検
診
を
受
け
て
な
い
人

全
　
員
　
集
　
合

●
と
　
き
　
1
0
月
1
7
日
（
土
）
午
前
9

時
～
日
時
　
午
後
1
時
～
3
時

●
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
総
合
検
診
受
診

栗
（
な
く
て
も
受
け
ら
れ
ま
す
）

●
料
　
金
　
〇
日
ガ
ン
検
診
5
0
0
円

（
希
望
者
・
午
前
中
の
み
）
○
基
本
健

康
珍
重
5
0
0
円
○
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

無
料
※
検
診
結
果
は
約
1
か
月
で
個
別
通
知

し
ま
す
。
ま
た
、
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
の

結
果
は
、
措
密
検
査
を
受
け
る
必
要
が

あ
る
人
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

”
“
謝
珊
矧
に
姦
し

●
と
　
き
　
1
0
月
詔
日
（
木
）

午
前
1
0
時
～
午
後
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
保
健
所
　
会
議
室

●
内
　
容
　
○
歯
科
医
師
に
よ
る
「
成

人
の
歯
の
健
康
」
の
話
○
栄
養
士
に
よ

る
「
お
年
寄
り
の
食
べ
物
」
の
話
○
保

健
婦
に
よ
る
「
食
事
の
介
助
と
口
の
手

入
れ
」
の
実
技

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
保
健
所
保
健
予

防
課
℡
（
2
0
1
）
4
1
6
1
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高
齢
化
社
会
上
聞
け
た
熱
心
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
る

－
　
福
岡
県
老
人
会
功
労
者
表
彰
を
受
け
た

失望

9
月
1
日
（
金
）
県

庁
に
て
福
岡
県
の
老
人

会
功
労
者
表
彰
が
行
わ

れ
、
本
町
か
ら
矢
野
繁

実
さ
ん
が
県
知
事
表
彰

里
山
積
市
さ
ん
が
県
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
地
域

の
老
人
会
活
動
、
特
に

老
人
福
祉
に
貢
献
し
た

人
に
対
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
、
今
月
は
こ
の

お
二
人
に
登
場
し
て
い

た
だ
さ
ま
し
た
。

矢
野
さ
ん
は
、
島
津

区
の
老
人
会
長
を
5
年

間
も
務
め
、
そ
の
功
雛

が
認
め
ら
れ
平
成
4
年

度
た
だ
ひ
と
り
の
県
知

事
表
彰
と
な
り
ま
し
た

現
在
は
、
会
長
を
勇
退

さ
れ
、
前
会
長
と
い
う

立
場
か
ら
会
の
活
動
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

野
　
　
繁
　
　
実
店
・
7
1
歳
（
島
津
）

山
　
　
積
　
　
市
庁
・
的
歳
（
新
町
）

会
長
時
代
の
5
年
間
を
振
り
返
り
、

矢
野
さ
ん
は
「
少
人
数
の
地
区
で
す
が

皆
さ
ん
が
良
く
協
力
し
て
く
れ
て
、
行

事
の
開
催
な
ど
い
ろ
ん
な
面
で
手
助
け

を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う
で
な
け
れ

ば
こ
ん
な
に
長
く
会
長
を
努
め
ら
れ
な

か
っ
た
で
し
ょ
う
。
本
当
に
地
区
の
皆

さ
ん
に
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
里
山
さ
ん
は
、
現
在
町
老
連

の
会
長
、
郡
老
連
の
会
長
、
新
町
区
長

を
務
め
ら
れ
多
忙
な
毎
日
を
お
く
っ
て

い
ま
す
。
星
山
さ
ん
が
新
町
の
老
人
会
長
に
な

っ
た
の
は
、
病
気
か
ら
で
辞
め
ろ
に
辞

め
ら
れ
ず
続
け
て
い
た
前
会
長
を
入
院

さ
せ
る
た
め
に
自
分
が
か
っ
て
で
た
と

い
う
こ
と
で
、
里
山
さ
ん
の
人
を
思
い

や
る
優
し
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

こ
の
気
持
ち
は
、
話
の
中
に
も
表
れ

て
い
ま
す
。
「
老
人
会
と
い
っ
て
も
、

若
い
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

お
年
寄
り
は
、
家
で
ゆ
っ
く
り
し
て

い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
こ
の
老

人
会
活
動
を
通
し
て
も
っ
と
活
発
に
動

く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
自
分

た
ち
の
福
祉
ば
か
り
を
考
え
る
の
で
は

な
く
、
こ
の
世
の
中
に
は
、
身
体
に
陣

害
を
持
っ
た
人
た
ち
も
、
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
そ
ん
な
人
た
ち
も
一
生
懸
命
生

き
て
い
る
ん
だ
。
と
い
う
こ
と
を
も
っ

と
理
解
す
べ
き
な
の
で
す
。
で
す
か
ら

自
分
の
こ
と
は
、
出
来
る
か
ぎ
り
自
分

で
や
る
と
い
う
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
で

す
。
」
と
里
山
さ
ん
。

今
年
は
、
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長

表
彰
を
受
け
ま
し
た
が
、
昨
年
は
現
暁

衛
生
の
県
知
蒋
表
彰
も
受
け
て
お
り
、

老
人
福
祉
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
活
動

に
も
一
役
か
っ
て
い
る
里
山
さ
ん
で
す
。

こ
の
遠
賀
町
で
も
ご
多
分
に
も
れ
ず

高
齢
化
社
会
の
波
が
押
し
寄
せ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
お
二
人
の
話
を
聞
い
て

い
る
と
、
お
年
寄
り
と
言
う
よ
り
も
逆

に
、
若
い
世
代
が
も
っ
と
し
っ
か
り
し

な
く
て
は
…
・
・
・
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た。

今
後
の
老
人
会
の
ま
す
ま
す
の
発
展

と
、
お
二
人
の
ご
健
康
を
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

四
日
回
国

9
月
1
5
日
は
、
敬
老
の
日
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
先
月
は
、
高
齢
者
交
通
安

全
教
室
、
嗣
光
国
の
皆
さ
ん
が
参
加
し

た
民
謡
見
舞
大
会
、
そ
し
て
夢
来
人
の

お
二
人
と
、
お
年
寄
り
に
つ
い
て
の
取

材
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
お
年
寄
り
と
い
っ
て
も
ま
だ
ま

だ
皆
さ
ん
元
気
で
、
気
持
ち
は
、
約
歳

の
私
よ
り
ず
っ
と
若
い
な
あ
と
、
取
材

中
、
終
始
、
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
1
0
月
2
日
（
金
）
に
は
、
統
裁

と
い
う
人
生
の
節
目
を
迎
え
ら
れ
た
人

が
一
堂
に
会
し
、
第
1
回
遠
賀
町
聖
人

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演
会
の
あ
と

会
食
を
し
な
が
ら
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
カ

ラ
オ
ケ
大
会
と
会
場
は
、
成
人
式
に
負

け
な
い
く
ら
い
、
盛
り
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
の
聖
人
式
の
話
題
に
つ
い
て

は
Ⅱ
月
1
0
日
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定

で
す
。
お
た
の
し
み
に
。
　
　
（
英
）


